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ここがポイント！【研究内容】

ガス浮遊法を用いた高温液体の
比熱測定技術の開発
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高温液体の物性（粘性や表面張力、比熱等）は、相転移蓄熱材の
開発や炉心溶融事故のシミュレーション等のために必要とされま
す。高温液体は一般的に反応性が高いために比熱測定が技術的に
困難でしたが、無容器法の一種であるガス浮遊法をベースとし、
高温液体の比熱を非接触で測定する技術を開発しました。浮遊し
た物体が冷却する際、放射率と比熱の２つが未知パラメータです。
そこで、本手法では２種類の浮遊ガスを用いて試料（2mm 程度）
を浮遊させ、２種類の冷却曲線を得ることで２つの未知パラメー
タを決定し、比熱を導出します。
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